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論文審査結果の要旨

学位 申請者氏名 : CHANWIKRAI YUPA

詐錯がこ是夏目 :How to lmprove Dietary lntake of Undernourished
Northern Thai 01der Adults

タイ北部高齢者の栄養改善法に関する研究

タイでは現在 20%以上の国民が 60歳以上の高齢で、その割合は急速に増加
している。一般的にタイの高齢者では低栄養の割合が高い。 しかし、その原

因と対策についてはほとんどわかっていない。そこで博士課程では 3つの研
究を行つた。研究 1と 2は高齢者の栄養調査、研究 3はエネルギー・栄養素
摂取量を増やすためのパイロッ ト研究および本試験を実施 した。

研究 1.パヤオ県の村落における前期高齢者の栄養調査
本栄養調査は、前期高齢者 (55-74歳 )43人 (男性 15人、女性 28人、平均
年齢 59± 10歳 )を対象とした。栄養調査は 24時間 リコール法で行つた。その
結果、1日 の脂質摂取量 (男性 24± 16g、 女性 25± 15g)は 、タイの推奨量
(男性 40-70g、 女性 35-60g)よ りも低 く、このことがエネルギー欠乏の主原因
であった。エネルギー摂取量は、RDAよ りも約 150 kcal低 かつた。炭水化物
摂取量は推奨量を満た していた。利用 した主食品は米 と野菜で、最 も一般的

な主菜はスープであった。低体重 (BMI〈 18.5 kg/m2)者は、男性で 20%、 女性で

7%であった。

研究 2.チェンマイ県の村落における後期高齢者の栄養調査
被験者は後期高齢女性 (6卜 79歳 )112名 (平均年齢 70.4± 2.8歳 )で、研究
1の被験者 よりも約 10歳年上であった。栄養調査は 24時間リコール法によ
り 3日 間行つた。栄養状態は、ミニ栄養評価ショー トフォーム (耐A―SF)、 体
重、中腕周 (MAC)、 三頭筋皮下脂肪厚 (TSF)、 および握力によつて判定 した。

その結果、タイの推奨量に比べて、エネルギー摂取量は約 100 kcal低かつ
た。主原因は、低い脂質摂取量であった。参加者の 47人 (42%)は低体重
(BMI〈 18.5 kg/m2)で ぁった。平均握力は 16.4± 3.4 kgで低かつた。
研究 1と 2の結果から、高齢者では、主に脂質摂取量が少ないため、エネ
ルギー摂取量が不十分であつた。低体重の割合は、早期高齢者 (研究 1)よ り

も後期高齢者 (研究 2)で多かった。

研究 3-1.エネルギー・栄養素摂取量増加のための効果的な方法
研究 1と 2か ら、高齢者はエネルギーと脂質の摂取量が不十分であること
がわかったので、その改善法を見出すためにパイロッ ト研究 3-1を 実施 し
た。参カロ者は、栄養失調のリスクを有する (BM1 17.8± 2.O kg/m2)8人 の高
齢者 (70.8± 4.1歳 )であった。クロスオーバーデザインを使用 して、コン ト



ロール (通常の食事とスナック)と 介入 (食事とスナックでエネルギー増強)の

2つの食事 (3日 間、ウォッシュアウト2日 間)の食事摂取量を比較した。 食
事エネルギーは約 600 kcalか ら約 700 kcalに、スナックエネルギーは約 140

kcalか ら約 380 kcalに増やした。3日 間の食事調査 (24時間リコール法)
を、介入前および介入中に実施 した。食事では、エネルギー摂取量の増加は

見られなかつた。その理由は、食事エネルギーがすでに多かったためと考え

られる。スナックで約 200 kcalのエネルギー摂取量増加があつたのは、与え

た時間が食事の中間で、少し空腹なときであつたためと考えられる。

研究 3-2スナックによるエネルギー・栄養素摂取量の増加および体位向上
に関する研究
パイロット研究 (研究 3-1)の結果、エネルギー摂取量の増加は、食事から

は困難であるがスナックでは可能であることが分かつた。この知見を確認す

るために、研究 3-2を 実施 した。被験者は、栄養失調の リスクがある
(BMI≦20 kg/m2)高齢者 (65-79歳 )で、介入群 (n=17)ま たは対照群 (n=17)の ど

ちらかにランダムに割 り当てた (平均年齢 71.8± 4.8歳、BM1 19。 0± 2.1
kg/m2)。 研究期間は 7週間とした。研究の開始時、3週 目および 7週 目に、3

日間の 24時間リコール法による栄養調査および体重、中腕周 (皿C)、 三頭筋
皮脂厚 (TSF)、 握力の測定を行つた。スナックは、2つデザー トと豆乳 (200
mL)と した (総エネルギー548kcal、 エネルギーの PFC比  7%:33%:60%)。 スナ

ックは、最初の 3週間は毎日提供したが、比較的大量の食べ残しがあつたた
め、4週 目以降は 1日 おきにした。合計 29人の参加者 (介入群 13人および対
照群 16人 )が研究を完了した。介入群では、1日 当たりのエネルギー摂取量が

280± 118 kcal増力日した (P=0.001)(内訳 :脂質 16± 6g(P=0.001)、 タンパ

ク質 7± 7g(P=0.025)、 炭水化物 29± 17g(P=0.001))。 このような増加
は対照群では観察されなかつた。第 7週 目には、開始時点と比較して、介入
群では体重 0。 8 kg(P=0.005)、 BM1 2%(P=0.001)、 MAC 4%(P=0.039)増 加 し

たが、対照群では変化しなかつた。TSFおよび握力は両群で変化なかつた。
以上、7週間のスナック提供により、栄養失調のリスクのある高齢者の、エ

ネルギーと栄養素の摂取量が増加 し、栄養状態が改善した。

本学生は、先ずタイ北部の高齢者の栄養状態とエネルギーと主栄養素摂取の実態に

ついて調べ、エネルギー摂取量が不足していること、その主原因は脂肪の摂取不足で

あることを明らかにした。次にその改善法として、主食よりも間食が効果的であるこ

とを予備研究で推測し、7週間におよぶ介入研究で確認した。
以上より、審査委員会は、研究課題としての学術的重要性、研究手法の妥当性、分

析・考察の深さ的確性、さらに、独創性について審査 した結果、本論文はすべてにお

いて高く評価でき、博士論文としての要件を十分にみたすものと全員一致で判断した。


